日記に内在する無意識の心理について─御堂関白記における雨の記述を中心にして─ by 蘭 香代子 & ARARAGI Kayoko
―　　―45
Abstract
When people speak about “the contents of their dreams”, they often talk of “repeated words 
and  mistakes”.　If when describing a background scene of a dream it is though to express one’s 
unconscious psychology.　In the diary of Mido Kanpaku-ki, Mithinaga mentions 17 cases of his 
dreams.　However, he does not go into detail of the actual dream.　Thus, he refrains from 
completely revealing the psychological state of his unconscious.　This is very apparent if 
compared to the diary of Kagerou.
In the diary of Mido Kanpaku-ki, Mithinaga particularly mentions a background description 
which has an overwhelmingly number of references to the weather, especially rain.　This is 
more prevalent in Mido Kanpaku-ki, compared to Kagerou’s diary, Tosa’ diary, and also that of 
Gonki.　The colourful description of rain is mentioned many times, especially raindrops, the size 
and the abundance of rain.　Such writings of the rain were indeed rare, as at that time, it was 
neither an obligation nor a custom to have to describe the weather in a diary.　Therefore, this is 
considered to be an expression of Mithinaga’s peculiar personality and a manifestation of his 
unconscious psychological state of mind.　The following are observations about rain featured in 
Mithinaga’s diary : 1.　The number of descriptions of rain not only refers to the raindrops and 
the rainfall but also how it increases, for example “it poured all night” ; 2.　Furthermore, the 
ratio of rain increases with an increase in age ; 3.　In addition, the reference to rain as a 
“shooting arrow” is seen as being a metaphor to Mithinaga’s own sense of an attack on him from 
his surrounding public community ; 4.　Compared to Gonki （991-1001）, the diﬀ erence is in the 
clearer, as in Gonki, there is only about ten entries about rain.
Michinaga in Kanpaku-ki, mentions the practical politics of day to day, but when writing an 
entry, it is possible that he unconsciously wrote his personal feelings.　These feelings were : 1. 
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About the Unconscious Psychology That Exists Inside the Diary




























Written as puriﬁ cation of his stress or any conﬂ ict brought on by his position ; 2.　His gratitude 
towards his power ; 3.　The rain is viewed as a symbolic means of purification of his and 
regeneration.　These three references could be seen as what Jung has refers to as the “Self 
-Power of healing”.　Rain symbolizes the nurturing of his self-healing-power, even to a seemingly 




























































































































































































































































































































































































他は34歳77.8 ％、35歳66.7 ％、44歳65.8 ％、45
歳86.6％、46歳77.3％、47歳68.2％、50歳86.0％、
51歳72.6％、54歳72.4％、が雨の記述である。
しかも雨の記述は、「大雨が降った」「夜通し雨
が降った」「一日中大雨であった」「大雨が夜通
し降った」「雷が落ちて大雨が降った」などの
雨量や大粒の雨が考察できる。また「雨が降っ
た」という記載は特に多く「昨夜から雨が降っ
ていた」「早朝から雨が降った」「雨が止まらな
かった」などもある。さらには「時々雨が降っ
た」「小雨が降った」「雨気があった」「雨気が
盛んであった」など雨に関しては詳しく記述さ
れている。
　この雨の記述は、早朝、朝から、一日中、夜
通し、などの時刻をも表現していることも多い。
朝は清浄さを示し、なにものにもまだ染まらな
い、影響を受けない事始めのシンボルである。
堕落、退廃などに損なわれていない始まりであ
る。そして朝は清浄とともに希望や兆しの象徴
でもある。これに比べて夜は、眠りと死を生む、
夢と不満、愛情や欺瞞を生む象徴である。つま
り夜は、育み、芽生え、画策の時を象徴し、そ
して昼になると爆発的に生命を帯びて具現化さ
れてくる。夜は生きるものにとって潜在的であ
り、しかもカオスでさえある。この夜の曖昧さ
のなかで悪夢や怪物、お化け、陰謀などが駆け
巡ることになる。しかし多くの象徴に、二重性
が多いように、夜は暗闇で生成が起こると同時
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に、昼間の準備期間とも言える。従って厳密に
言えば、雨がどの時刻（朝、昼、夜など）に降っ
たことを記載しているかによって、道長の無意
識の心理がより細かに考察できることになる。
　一方「晴れ」に関しては「天が晴れた」の表
現が多く、ワンパターン的である。ここから無
意識の心理を考察すると次のようになる。
①　雨は個人的な無意識としてはストレスや恵、
集合的無意識としては豊饒や再生、浄化など
を象徴しているところから、道長は言語化し
にくい不合理な感情を無意識的に雨で浄化し、
流し、再生し、画策し、育みそして無意識に
合理化したのではないかと考察できる。つま
り雨の多様な記述によって、無意識にある自
分の感情をカタルシスして自分支えをしてい
たのではないかと考えられる。雨の象徴の力
によって、自ら癒す力を身につけ、自己治癒
力を促進したのではないかと考えられる。ユ
ングが「生きた象徴こそが治癒力をもつ」と
力説していたように、道長にとって雨は「恵」
と「浄化」「再生」「画策」「愛情」の象徴と
して治癒力をもったのではないかと思われる。
②　しかも道長の雨の記述には、「冷たい雨」
とか「身を切るような雨」などの感情が賦与
した表現はなく、雨の量や粒を思わせる表現
が多いところからも、無意識から無意識へと
浄化したものと思われる。「恵」や「恩恵」
に敏感であり、冷遇や孤独、攻撃などはうま
く回避してきたと思われるのが特徴である。
そこにはむしろ楽天的、受け身的なうつ性が
感じられる。しかしながら道長が晩年になっ
て感情を投影していると思われた雨の記述が
数例ある。
　　1012年道長47歳：３月11日：七日から雨が
降っている。昼夜、射るようである。今日天
が晴れた。この何日か病脳していたので、外
出しなかった。1012年８月８日：春から雨が
降ったことは乏しかった。特に十日頃からは
雨が降らなかった。天下の愁いは甚だ盛んで
あった。
　　1016年道長51歳：５月20日、暴雨が降った。
1017年道長52歳５月16日：雨が降ったことは
矢を射るようであった。５月25日：午刻雨が
降ったことは、矢を射るようであった。
　　矢を射るような雨の表現は、なんらかの攻
撃性を感じていた表現ととれる。「物忌み」
や「病脳」のことばが増えてきている頃に、
周りからの不協和音が感じられ無意識に表現
した雨の表現と言える。
③　道長の天候の記載は、土佐日記と比較する
と甚だ少ないのが風である。風は動きや環境
調整を表現し、こころの動きや積極性、周囲
の変化などを表す無意識である。しかし道長
が、風を記載したの雨と比較するとかなり少
ない。
　　1004年道長39歳11月23日：御前の儀は常と
同じであった。御楽の近衛の者、５、６人な
どを召し伺候させた。中宮が上っていらっ
しゃった。御前の儀が終わって退出した。女
方も、これに同行した。一日中、夜通し風が
吹いた。
　　常と同じに秘められた夜通しの風は、不穏
な空気を無意識に感じていたことを思わせる。
道長の記載には「常と同じであった」の表現
が多い。しかしその後に夜通しの風を書いた
文は他にはない。
　　1015年道長50歳７月25日：加賀守妻宅の検
討、未だ解かれずの見出しで始まる日記であ
る。夜に入って風が吹いた。中宮がおっしゃっ
て云ったことには「ある●家の検封を解く」
ということであったが、未だ検封を解いてい
ない」ということであると。また中宮にはお
怒りの様子が有ったようである。同年同月26
日：夜通し風が吹いた。雨は降らなかった。
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大風と云うべきであろう。
　　ここでは、怒りの表現としての風が象徴化
されている。
　　1018年道長53歳２月12日：中宮に参った。
候宿をした。この何日か風雪が晴れる日は無
かった
　　関白記における晩年は、「矢を射るような
雨」や「暴雨」「夜通しの大風」「風雪が晴れ
ることがなかった」などの記載が多くみられ、
物忌みの増加に相まって、安穏 ･安泰が影を
潜めていったのではないかと考察できる。
④　道長の日記はそれでも、天候記載は土佐日
記に比すと少ないのが特徴である。天候記載
が日記記載日の４割以上を占めるのが39歳と
54歳であり、調べた年齢11年をみても、９件
は２割弱の天候記載である。それだけに道長
は、現実的に感情抜きで対応してきたと考え
られ、儀式や行事、対人関係に合理的、慣習
的に対応してきたと云える。
　　物忌みと雨の表現を除いては、その無意識
の心中を推し量りにくいほど、客観的に記載
してきたと云える。そして雨や物忌みの象徴
を生きて自己治癒してきたと結論づけること
ができる。またほぼ同じ年代に出された『権
記』の藤原行成（2011）の日記では、天候の
記述はほとんどみられない。991年から1001
年までで雨は10回、晴れは1回しか記載され
ていない。儀式の遂行において、晴儀と雨儀
は、全く異なるので、道長は儀式を主催する
地位なので、より神経過敏に天候記載を無意
識にしていたという一因も考えられる。
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